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「住品協技術報告会」の再案内です。外部講演についても題目が確定いたしました。 

若干、席に余裕がございます。是非ご参加下さい。 

開催日時： 2019年 2月 21日（木） 13:00～17:00 

開催場所： KFC HALL Annex（JR両国駅 徒歩 6分、都営大江戸線 両国駅 徒歩 1分） 

〒130-0015 東京都墨田区横網(よこあみ)1-6-1     TEL:03-5610-5801 

プログラム（予定） 

13:00～13:15 開会挨拶 塚本 英（住宅地盤品質協会 理事長） 

＜各委員会報告＞ 13:15～14:15 各 10分程度 

研究・情報収集、基準書改訂、試験、安全衛生、経営支援 

※研究・情報収集委員会の報告で「住宅地盤に関わる業務について」アンケート結果を紹介します。 

＜技術報告＞ 各 15分程度 

14:15～14:30「地盤管理システムによる業務改善－ｽﾏｰﾄﾌｫﾝによる ICT－」アキュテック（株） 

14:30～14:45「現場監督支援システム デジタルフォアマン」兼松サステック（株） 

14:45～15:00「業務効率化への取り組み－オフショア活用事例－」（株）サムシング 

15:00～15:10 ＜休憩＞ 

15:10～15:25「改良機転倒の要因について」（株）三友土質エンジニアリング 

15:25～15:40「外国人労働者の雇用事例」（株）トラバース 

15:40～15:55「SWS試験の今後の課題」（株）設計室ソイル 

＜外部講演＞ 各 20分 

15:55～16:15 新技術講演「杭芯出しシステム LN-100「杭ナビ」のご紹介」千代田測器(株) 

16:15～16:35 業界講演「セメント系固化材の動向」一般社団法人セメント協会 

16:35～16:55 業界講演「新築住宅向け瑕疵保険における沈下事故事例」(株)住宅あんしん保証 

16:55～17:00 閉会挨拶 

参 加 費： 1,000円（1名あたり：税込、事前納付が必要）  

申込方法： 電話で空き確認後、「参加申込書」＋「参加費振込みの控え」と合わせ FAXにて送付 

定 員： 100名（先着順） 

配布資料： 講演概要集（会場にて配布） 

 

詳細と申込書は、住品協 HP技術委員会成果報告ページの住品協技術報告会を参照願います。 

（「住宅地盤の知識と技術」→「技術委員会成果報告」→「住品協技術報告会」ページ） 

  https://www.juhinkyo.jp/knowledge/accomplishment-report/ の「住品協技術報告会」 
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